
中一・〕ッ
ー
）

′
　
、

タ

ツ

ナ
ノ

ロ
卜ご

て ヽ`

(々去

ぞす
(々

の

旧
仙
南
堂
菜
店
さ
ん
、

ほ
丸
末
商
店
さ
ん
は
じ
め

多
く
の
方
々
の
ご
厚
意
と
〓
支
援
を
い
た
だ
さ

開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
雅
人
形
と
歴
史
的
窪
遠
物

こ
だ
わ
り
の
資
　
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
に

伝
統
と
モ
ダ
ン
を
お
楽
し
み
い
た
た
き
た
く
企
画
い
た
し
ま
し
た

県
内
の
魅
力
的
な
ま
ち
て
あ
る
塩
綜
や
自
石
て

地
域
お
こ
し
を
頑
張
っ
て
い
る
方
々
と
心
を
通
わ
せ

市
民
パ
ワ
ー
で
ま
ち
と
ま
ち
を
結
び

連
携
開
催
が
実
現
で
き
た
こ
と
は

と
て
も
嬉
し
い
こ
と
て
す

二
十
八
全
会
場
　
真
心
と

見
ど
こ
ろ
が
詰
ま
っ
た
心
を
ご
む

ひ
な
ま
つ
り
で
ご
ざ
い
ま
す

特
奥
付
き
”
う
れ
し
楽
し

ひ
い
な
付
お

ひ
な
巡
リ
マ
ッ
ブ
“　
て

春
の
子
や
ざ
を
ど
う
て
ご
標
能
く
た
さ
い

者

う

◆
1日

わ
れ
空̀
無
を

仙
台
市
景
観
重
要
建
造
物
指
定

二
月
二
十
七
日

（全
）
～
二
月
二

十
時
～
十
六
時

ｍ
や
掘
け
出
し
も
の

毎

年

大

好
評

で
す

件
で
喜
や
か
な
加
質
友
禅
染
め

十
ほ
本
埼
考

・
・
・

え
な
二
十
そ
株

江
戸
期
の
享
保
難
や
古
今
難

者
林
区
河
原
町

〒

二
十
四
五

地
下
転

「河
打
対
「
」
南
■
一番
出
入
ロ

雛

物

親
か
ら
愛
娘

へ
の
は
な
む
け

の
北
陸

の
伝
統

市
内
最
古
の
蔵

ワ
，
ん
夕
◆
叫
え
（‐召
店

の
叩
▼
托
く

仰
牌
徴
静
類
目

小客

一ｒ工わ「ン　　　ル村和研前い榔ヤ討

ゥ万
ん
れ

一

Ｊ
―
　
仙
台
市
景
観
重
要
建
造
物
指
定

（
宅
全

年
善

吹
　
　
　
　
市
内
最
古
の
蔵

二
月

一
日

（
日
〉
～
二
月
三
日

〈火
》

十
時
～
十
六
時

若
林
区
南
材
末
町
二

地
下
鋲

「河
原
町
駅
」
百
■
番
出
日
徒
歩
三
分

０
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
て

地
下
鉄
　
Ｊ
Ｒ
　
パ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
棋
問
を
ご

や

手
づ

く
サ

作

品

日
十
二

対
〓
十
六
時
　
無
料

あ
た
た
か
な
飲
み
物
で

ゆ
っ
く
り
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い

ス

テ

レ
ド
グ

ラ

ス

の

す
安
い
社
の
た
、

テ
ィ
レ
タ
ル
円
”
突
わ

サ
イ
の
律
う
び
イ

■
卜
り
六

８

ネ
は

ヽ

発

０

舌

～
特
ネ
ｔ
き
～

う
“
ｔ
寺
ｔ

い
い
イ
を
重

い
イ
理
う
マ
タ
ブ
イ

お
率

Ｌ

み

く

た

さ

い

※
天
候
や
都
合
に
よ
り
開
催
内
容
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合
れ
が
り
ま
十

Ｘ
ツ
申
し
込
み
の
も
の
は
完
斎
旧
ど
な
り
■
す
の
で
　
ご
７
水
く
た
さ
い

要
申
込
み

参
加
者
募
集
中

時
間
　
午
前
十
時
～
十
二
時

会
場
　
旧
仙
南
堂
案
店

肇
集
　
各
十
名
様

参
加
費
　
千
円

＊
小
―
ム
ヘ
ー
ジ
に
各
サ
ン
フ
ル
掲
載

蕊

ぜ

二
十

七

日

（な

）

七
オ
と

ス
ィ
作
る

お

ひ

イ

さ

ま

例
作
作
森

托
ぢ
砿
手

プ
レ
ゼ
レ
ト
モ
ユ

の
も
の
や
　
手
づ
く
り
の
思
い
出
あ
ふ
れ
る
も
の

姦

誓

二
十

八

日

（
≡

）

◆問い合わせ ・申し込み/ 斉藤 0 8 0 - 5 5 5 8 - 4 3 5 1
(主催) 粋々 (いきいき)まちなかプロジェクト http t//hwbb gyao ne jp/hsa ito―pc
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平成2 0 年度岩林区まちづくり活動助成事業

の
日
児
達
の
愛
ち

ひ
な
さ

示
ム

の
い
わ

い
い

只
ガ
イ

（を
付
さ
）



化
庁

「
登
録
有
形
文
化
財
」

代
を
超
え
て
脈
々
と
生
き
る
仙
台
の
文
化

▼
地
下
鉄

「五
格
峡
」
市
立
病
院
出
０

怪
歩
八
分

ｖ
ハ
ス
停

「京
町
」
碇
歩
三
分

▼
若
林
区
再
毅
お
町

一
四
三

電
話

Ｏ
二
二
！

〓
〓
〒
ｔ
〇
八
三

マ

有
林
底
文
化
的

一
五
十
〓

一

電
話

〇
二
二
！

一八
六
！

一〇
〇
四

ｔ
ろ
や

「祉
作
格
」

ヽ

■
卜
う
く
わ
の
べ
８
４
み
工
い
■
の
北

▼
二
月
二
十
五
日

（水
〉
～
二
月
十
五
日

（日
）

十
二
時
～
十
四
時
　
休
み
　
月
　
火

マ
石
ヽ

ま
抑
晴
　
コ
ー
ヒ
ー
”
≡

二
千
円

（蜜
手
拘
）

後
ホ
行
の
い
■
〓
つ
ち

に
■
”
切
”
■
人
，
セ
仁
ｉ
的
な
川
ｉ
Ｒ
■
「

▼
二
月
二
十
七
日

（全
〉
～
二
月
五
日

（ホ
）

十
時
～
十
六
時
　
休
館
／

一
日

（日
）

詳
細
は
家
面
を
ご
資
く
だ
さ
い

▼
二
月

一
日

（日
）
～
三
日

（火
）

十
時
～
十
六
時

▼
地
下
蘇

，
河
原
町
球
」
両
「
ネ
】
ロ

使
歩
三
分

有
料
／
五
百
円

０有り
一ＨЧ

仙台―高

広
瀬
川
の
水
を
利
用
し
て
個
性
ツ
か
な

味
わ
い
淡
い
お
ね
が
作
ら
れ
て
い
ま
す

二
十
年
■
，
の
祉
ま
つ
今

ヽ

■

，

い

ち

■

，

，

”

≡

■

中̈

福
も
美
術
館
ワ
ー
ク
ラ
ョ
ツ
フ

ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト

「ア
ナ
ロ
グ
ロ
て
描
く
　
蛤
員
の
権
飾
り
」

日
幹
　
！二
月

一
日

（日
）
十
寄
～
十
二
持
　
参
加
☆
　
千
円

募
共
　
十
名
林

（予
約
制
　
美
術
債

へ
申
込
受
）

上
避
帥
　
さ
と
う
芳
子

（臨
床
美
術
士
〉

市

内

て
唯

一
Ｑ

Ｅ
り
泊
屋
　

　

　

‐

　

　

」

一
葦

「

′

′
フ

Ｌ

Ｒ

単

一ゴ

ク

入
場
重
〔料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ハ
ス
存

一石
垣
町
」
慎
歩
三
分

４
転

の

い

■
鈴

う

！
ヽ

″
，

，

を
■

■

■
４
ム

！

▼
二
月
二
十
三
日

（月
〉
～
六
日

（全
）

十
時
～
十
七
時

ヤ

を

ｉ

点

、
「

Ｆ

印

ｒ

一

イ

ー

】

０

な

，

一
，

Ｖ

Ａ
ス

，

卜
，

ｉ

」

（
Ｉ

Ｉ

　

一■
Ａ

）

茉軒″弥『吻伽難旋席辞割や楽北海

喫
茶
も
好
評
て
す

r 」

ま
ど
い
の
い
す
よ
つ
う

４
ｋ
”
ｌｉ
件
「
や
～
「
■
”
ヽ
い
「

▼
二
月
十
八
日

（水
〉
～
二
月
六
日

（全
）

十
時
ヽ
十
七
時

０
待
製
ひ
な
室
子
の
販
売
中

▼
仙
台
転
木
岳
　
深
沼
海
岸
う

バ

ス
停

、
南
長
超
」
す
ぐ

▼
看
林
区
荒
浜
亭

一
本
杉
北
二
■

一

電
憲

〇
二
こ
と

一八
七
十
Ｏ
〇
四
〇

入
場
無
料

０
有
り

r
― ― ― ―

手
づ
く
リ
ア
イ
ス
が
大
好
評

１

カ

フ

エ
た

い

■

と

つ

う

■
二
年
，，
や
■
代
の
ほ
姉
，１

入
場
無
料
　
０
有
り

詳
細
は
表
面
を
ご
貰
く
だ
さ
い

▼
二
月
二
十
七
日

（金
〉
～
三
日

（火
）

十
時
～
十
六
時

▼
地
下
窓

「河
炉
町
」
市
―
岳
出
入
ロ

目
承
在
準
の
こ
た
わ
り
野
喪
て
心
を
込
わ
て

▼
バ
ス
●

「荒
ナ
」
使
歩
ｔ
分

▼
看
林
区
売
井
字
奮
形
八
八
と

一

電
話

〇
二
一
千
二
八
八
土
（
四
七
六

０
有

り

手

●

仙
台
伝
粧
野
柔
の

販
売
も
し
て
い
ま
す

入
場
無
料

苦
七
８
．ぜ

■
ヽ
ド

大

な

時

代

の

お

い

イ

さ

ま

４‐‐
，
■
■

“
，
４

く
ｌ

Ｃ

■

「

に

■
，
て
↓
，
し
い
ょ
ｔ
，

，

九
時
～
十
六
時
三
十
分

体
／
月
曜
日

マ
地
下
転

「景
〓
経
妖
」
西
出
０
使
歩
三
分

０
有
り
《
０

破g ir  n  ll

軒
”

寄

掟
歩
玉
分入

場
無
料

▼
二
月
二
十
七
日

公
笹
）
～
二
日

本火
）

語

キ

森

▼
ｔ
下
，
「
は
町
市
―
】
０
　
に
す
六
カ

▼
ハ
ス
●

「
■
，
向
≡
■
う

一
分

▼
若
林
区
河
原
町

一　
四

一
〓
一

ブ
ラ
サ
河
康
町

一
陪

電
転
Ｏ
二
一
〒
三
二
二
！
ユ
玉

一
八

入
場

無
料

ケ

ッ
ズ

”
変

し

い
な
た

イL = っi

釜中
ラーメど末T 8

責とキ
体
験
教
雲

〈
二
十

一
日
　
二
十

二
日

二
十
八
日

　

一
日
　
要
申
込
）

和
紙
手
す
き
教
三
　
千
円

和
真
子
作
り
　
千
円

=妥京4チ迎

旬
の
野
実
の
割
作
料
理

月
（土
）

９

▼
セ
下
姦

、
河
原
印
駅
」
南
ｒ
爺
出
口
　
徒
歩
十
五
分

t シ, 一

軒々まちなかブロジェクトとは   人と大 アートとまち 人とまちのつながりを大切にして 仙台の新しいを力を発信しているN的グループ.
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まちに彩りを添えることや まちあそびやまち歩吉の発しさを通して交流や賑わいを創出する活動を展開中.
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重
し
の
言
楽
と
ラ
ン
チ
の
ヘ
ル
シ
ー
な

赤
い
カ
レ
ー
が
た
ま
ら
な
い

ミ
シ

ュ
ラ
ン
に
紹
介
さ
れ
た
宿
　
　
　
　
，

本
立
に
日
本
れ
た
い
か
な
や
ま
い
が
来
時
ら
し
い

ほ
ド
鄭
　
滋
賀

の
お
い
イ
さ
ま

ホ
さ
イ
お
雑
さ
ま
姦

切
た
期
め
お
と
さ
〓

伊
万
三
携
、

ガ
ラ
ス
い
や
つ
，
母

▼
二
月
十
九
日

〈木
）
ヽ
二
月
十
日

〈火
）

十
時
～
十
八
時

体
み
　
二
十
五
日
　
二
十
六
日
　
四
日

▼
仙
台
市
大
白
区
秋
保
町
鴻
元
予
除
四
上

一七

電
話

０
ニ
ニ
上
二
九
七
と

〓
二
四

一

▼
仙
合
中
心
部
か
ら
西
遺
番
援
自
　
車
で
的
三

▼
ハ
ス
存

「寓
々
快
」
柱
歩
四
分

入
場
無
料
　
０
有
り
〈四
ム０

秋
保
の
情
報
発
信
地

心
や
す
ら
ぐ
手
作
り
の
お
ひ
な
様
が
，
て
ろ
い

「　
あ

な
　
　
　
た
工
競
か
ち
昭
わ
の
は

電
話

Ｏ
ニ
ニ
■
一四
七
‐
０
五
二

入
場
無
料

０
有
り
〈十
台
）

◎
仙
台
市
都
市
☆
田
質
受
資

◎
仙
台
市
屋
敷
林
保
存
常
木

こ
だ
わ
り
の
食
材
と
素
敵
な
庭

そ
し
て
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
る

オ
ー
ナ
ー
が
い
る
お
店

至秋保大滝

第
ハ
ロ
チ
づ
く
う
お
い
イ
捧
み

や
を
主
め
た

つ
う
窮
下
圧
基

で
す

▼
二
月
十
三
日

（全
》
～
二
月
二
十
二
日

本
日
）

九
時
…
十
七
時

〈最
終
日
十
五
時
ま
で
）

▼
仙
台
中
心
師
か
ら
西
造
湾
経
由
　
〓
で
約
二
十
分

▼
バ
ス
手

「被
保
文
化
の
皇
セ
ン
タ
ー
」
す
ぐ

▼
太
白
区
攻
保
町
お
元
字
寺
田
尿
四
〇
―
七

電
騒

〇
一
■
■

二
０
四
１
九

一
五

一

ｔ
露

〇
九
〇
ユ
ハ
四
五
二
１
一
七
七
四

（観
口
）

R

入
場
無
料
　
０
有
り

０
．

．

‐

‐

．

Ｅ

Ｂ

８

，

１

１

１

ヨ

棒̈範泊胡距ｆま「舶隅峠弾水例韓樺十嘲控
¨

堤
ス
形
の
な
い
イ
さ
ま
な

エ
ア
時
代
の
型
を
用
い
て
其
作
し
た
英
人
打

▼
二
月
二
十
六
日

〈木
）
～
二
月
九
日

〈月
）

年
前
十

一
時
ヽ
年
後
三
時

体
み

‥
三
日

〈火
）

四
日

〈水
）

▼
宮
交

山
田
自
由
ヶ
丘
行

「収
人
形
の
ミ
ニ
お
ひ
な
級
に
結
付
け
を
し
よ
，
」

二
月
二
十
二
日

〈水
〉
午
前
■
時
～
十
三
時
半

三
千
五
百
日

（昼
食
付
）

十
名
線
【
真

（要
印
込
）

路
師

‥
佐
恵
吉
夫

P岳々峡

バ
ス
停

「六
白

一
Ｔ
目
」
住
歩
七
分

▼
仙
台
市
大
自
区
太
自

一
―
十
五
十
一
一
（六
自
日
地
内
〉

入
場
無
料

Ｏ
有
り
↑
ム３

遺
構
の
営
け
語
が
目
を
ひ
く

エ
デ
れ
か
ら
霜
わ
の
英
人
移
亮
子

▼
二
月
十
五
日

〈
日
）
～
二
月
二
十

一
日

〈
火
）

年
前
十
時
～
午
後
四
時

▼
地
下
録

「
北
仙
台
駅
」
北
③
毒
出
口
佐
歩
十
分

▼
Ｊ
Ｒ

一北
仙
合
駅
一
佐
歩
十
分

▼
仙
台
市
千
葉
区
埋
町
二
‐
十

Ｔ
三
十
八

電
話

Ｏ
二
二
上
〓
二
四
上
〓
〈
七
四

あ
た
た
か
て
　
お
だ
や
か
な

佐
藤
さ
ん
の
お
ほ
が
楽
し
い

祭
卓略
隆
瞬

◎

〓

け

し

の

お

ひ

な

ど

ま

に

強

付

け

を

し

よ

一ク
ー

ニ

月

一
日

（
日

）

年

荊

十

時

～

■

〓
時

千

五

百

円

　

二

十

名

椋

あ

集

（
妥

申

込

）

申

込

党

　

０

こ

〓
―

二

三

二

―

六

四

０

九

（
お

ひ

な

っ
こ

や

）

◎
見
学
希
数
の
方
は
中
前
の

電
艦
申
込
み
が
必
要
で
す

中
込
先

０
八
０
‐
五
五
五
人
‐
四
二
五

一
〈府
肩
）

本
地
師
佐
再
正
茂
取
作

の
こ
け
し
に
強
ｉ
け
　
　
。

廃
節
　
佐
府
正
康

（現
代
の
名

〓
）
　

　

　

　

　

，

「
Ｂ宝附
壌
ゼ
張
唯
い
ッいギ

瑞
市
白

世
界
中
の
宴
や
様
画
も
見
ら
れ
て
　
一
石
〓
虫
，

女
の
子
の
た
め
の
グ
″
ズ
を
お
卒
し
み
に
１

こ
け
ｔ
作
索
、

今
さ
ん
の
お
い
イ
さ
ま
な

■
に
そ
こ
ｒ
ｔ
工
人
　
今
発
氏
“
十
分
ち
た
た
よ
み
の
あ
る

お
い
な
さ
１
を
え
子
　
す
■
ｔ
，
Ｌ
Ｚ
こ
れ
‘
同
時
対
在

え
人
形
の
盛
垣
姉
う

や
■

人
ラ

■
■
■
　
　
十
一　
▼
二
月
二
十
三
日

〈
月
）
１
二
月
四
日

〈水
）

「　
”■
　
　
卜

　

　

九
晴
～
十
六
時
三
十
分

▼
る
―
ポ
る
仙
合
ネ
ス

、埼
鳳
ほ
翻
」

つ
遭
住
歩
お
五
分

▼
仙
台
市
予
葉
区
曇
Ｅ
下
ニ
ニ
ユ

一

■
踊

０
二
こ
と

二
合

千
六
二
五
〇

入
均
犠
事

（全
将
の
カ
フ
ェ
「
１
ナ
ー
）

」fH lt 台病院

▼
二
月
十
七
日

（火
）
～
二
月
十
五
Ｅ

〈
●
〉
十
時
～
十
七
時

体
み
　
月
曜
日

０
旬
の
銀
が
見
学
で
き
る
の
は
大
英
峰
竹
鯨
と
こ
こ
だ
け
，

マ
Ｊ
Ｒ
仙
台
ほ
か
ら
佳
歩
十
分

地
下
は

、五
慣
穏
〓
北
④
白
口
鶴
歩
三
分

▼
■
素
区
工
橋

一
上

十
二
三
カ
メ
イ
ビ
ル
七
暗

電
話

〇
二
二
―
二
六
四
―
六
工
四
三

有
料
／

一
般
三
百
円
高
後
生
以
下
と
六
十
五
と
以
上
は
無
料

●

Ｂロロ日

歴
史
を
刻
ん
だ
庭
国
の
散
策
が
楽
し
め
る

社
の
部
の
ほ
れ
た
ス
ポ
ツ
ト

只
合
わ
て
の
離
あ
そ
が

■
つ
く
う
は
や
つ
，
ｔ

▼
二
月
二
十
八
日

（主
）
十
”
～
十
六
け

有
料
／
抹
茶
　
お
票
子
付
き

〓
一百
円

▼
パ
ス
停

「お
守
議
車
所
柿
」
笹
歩

一
分

曇
〓
　
仙
台
駅
０
番

▼
千
葉
区
片
平

一
Ｔ
ロ
二
十
五

骨
発
区
台
原

▼
督
支

【
ス
得

「北
ヨ
恒
局
前
」
徒
歩
五
分
　
　
　
一

日
本

一
大
き
な

「
お
不
勁
さ
ま
」
を
通
年
盛
掛
開
放
１

堤
久
形
の
お
い
イ
ど
ま
姦

生Ｈ〕」単神いオ呼申一時ｒい一車一“二。（千葉）

主
催

【良
受
廃
Ｔ
広
日
を
守
る
会

」
千
表

松
捧
年
の
お
″
イ
さ
ま

真
人
り
，
≡
Ｉ
人
み
、

様
て
よ
培
ｔ
た
も
の
や
■
‘
く
う
は
な
ど
　
‐
‐
‐
‐

▼
二
月
二
日
（火
〉
～
七
日

（
■
）
十
時
～
十
五
時

●
高
章
最
判
手

ぃ
こ
け
し
の
絵
付
け
四
百
円

〈土
日
の
み
〉
予
約
な
し

者素通



亀
井
家
の
邸
宅
を
塩
亀
市
が
保
存
し
　
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る

拠
点
と
し
て
整
備
　
管
理
。

市
民
の
様
々
な
文
化
活
動
を
支
え

活
用
さ
れ
て
い
る
．

塩
岳
市
も
神
だ
わ
～

駅
索
写
保
五
年

（
一
ｔ
ｉ
Ｏ
年
）

篤
裏

「古
ほ
が
ま
」
の
製
造
元

▼
塩
聴
市
宮
町
五
１
五

盛
も
神
社
　
豪
坂

電
Ｉ

〇
二
二
１
一二
全
〈
―
六
七

二

主
催
　
問
合
せ

ば
そ
と
も
侵
業
部
　
か
の
う

攻
久
形
松
第
う

《
颯
佑
～
え
〓
知
》

与
ハ
ス
形

《
宅
本
の
こ
け
に
》

す
い
班
ｔ
物
や
比
え
の
お
者
を
し
ま
す

Ｙ

一月

二
十
八
日

（
土
）
～

二
月
四
日

（水
）
十
時
～
十
六
時

▼
Ｊ
Ｒ
仙
石
線

、本
塩
釜
駅
」
往
歩
三
分

▼
塩
軽
市
宮
町
ニ
ー
〓

一

電
話

〇
二
二
ユ
ニ
全

Ｔ
Ｏ
九
七
八

入
場
無
料

群
↓
碑輪
地
中
嘆
丸
口
」

「中
心
市
術
地
に
賑
わ
い
を
」
を
目
的
に

巾尊嚇歳”球却晦や舶紳申けしている。　ェ韓荘」

白
石
っ
て
す
ば
ら
し
い
Ｉ

二
十
年
以
上
か
け
て
収
集
し
た
各
地
の
人
形
や
玩
具
を

口

◎
二
月
十
四
日

（
主
）
　
　

　

　

　

　

【

口　　　　十任村料部けに峨
玉手福
　
Ｈ

四　
　
　
　
十
三
時
半
～
十
四
時
キ
　
　
　

ロ

江
戸
期
の
土
蔵
の
建
遺
物
て
展
示

そ
れ
は
そ
れ
は
圧
巻
て
す

Ｊ
代
東
北
本
擦
白
石
駅
か
ら
車
て
約
二
分

▼
白
石
市
弱
北
町
四
‐
一
八

電
話

〇
三
二
四
と
言
ハ
イ
一
四
七
五

有
料

大
人
四
百
円
　
小
中
百
生
ま
て
三
百
円

仙
台
成
日
山

大
正
期
の
母
屋
と
明
治
期
の
店
蔵
の
建
造
物

傷

ん

な

ｆ
わ

し
く

ま

つ
う

昭
チ
ヤ
項
、
す
氏
う、
ケ
守
暗
さ
れ
た

七
程
飾
う
な
ど
　
　
一

▼
二
月
二
十
八
日

（
土
〉
～
Ｅ
月
十
九
日

〈木
一

十
時
～
十
六
時

▼
Ｊ
Ｒ
白
石
駅
か
ら
使
歩
三
分

▼
白
石
市
中
町
四
人
十
五

■
喬

〇
二
主
四
上

一工
十
六
〇
五
四

入
場
無
料

Ｏ
有

り

城
下
広
場

合
矛
刈
理
履
境
郎
じ

主
催

自
石
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

大
二
十
三
年
建
築
　
和
洋
析
哀
の
結
造
が
す
は
ら
し
い

優
史
的
建
造
物
で
あ
る

「
亀
弁
邸
」
で

い
に
し
え
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

富

９

～
暮
曳
と
モ
ダ
ン
の
卒
～

▼
二
月
二
十
八
日

〈
土
）
～
二
月
四
日

〈
水
）

十
時
～
十
六
時

ヤ
Ｊ
Ｒ
仙
石
報

、本
塩
釜
駅
」
佳
歩
七
分

▼
二
月
三
日

（土
）
～
二
月
二
十

一
日

〈火
）

八
時
三
十
分
～
十
七
時
三
十
分

定
休
日
　
本
曜
日

▼
Ｊ
Ｒ
仙
石
線

「本
塩
釜
駅
」
住
歩
十
分

▼
塩
岳
市
本
町

一
一
‐
五

電
話

Ｏ
二
一
Ｔ
一こ
合

Ｔ
〇
四
四

十

入
場
無
料

０
有
り

，
宝

８

日

と

宝

寝

ヨ

言

ヨ

ロ

ヨ

ヨ

ヨ

Ｅ

出

中
れ
一
ガ
一
付
み
痢
イ（性
庁
卓
務
争
知
撃
加
↑
Ｆ

　
　
　
　
　
　
　
キ

Ｅ
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
開
柱
　
＋
三
時
～

入
場
蕪
料
　
　
　
　
　
　
面

口
●
二
十
八
日

（土
）
塩
釜
女
子
高
吹
実
業
部
演
姿
会
　
　
　
　
　
白

一
●
二
月
一
●

（日
）

ル
わ
ニ ァ ‐
ヰ
”
練 ィ ィ
〕
”
韓
キ
”
力
”
ル
カ
峠
」

一

日
●
塩
釜
女
子
高
生
サ
ー
ク
ル
の
雅
手
づ
く
り
展
示
が
ス
テ
キ
ー
　
ロ

，

日

１

白

８

ヨ

】

Ｒ

ロ

ロ

ロ

，

８

コ

ヨ

Ｂ

電費
？
…
…
・．‥

百
三
十
周
年
を
迎
え
た
味
晴
　
霞
泊
屋
さ
ん

煮
込
み
玉
こ
ん
も
お
い
し
い
，

回
暦
圏
目

人
と
知
の
モ
滋
待
う

▼
二
月
十
五
日

本
日
〉
～

二
月
十
日

（大
）
十
時
～
十
六
時

▼
Ｊ
Ｒ
仙
石
線

一本
塩
筆
厳
」
と
歩
十
三
分

土
　
日
と
二
月
十
日
は

煮
込
み
玉
こ
ん
販
売

百
五
十
円

▼
塩
範
市
西
町
三
十
〓

一

電
橋

〇
二
二
ユ
ニ
全

Ｔ
〇
四
五
三

入
場
無
料

０
有
り

一吾

俗

競
磁
）

ス
杉
の
代
の
雑
容
う

た
，
翔
り
夜
拝
と
輸
，
い

手
候
態
や
≡
今
嘩
は
ビ
め
，
ｔ
ヽ
キ
“
め

お
藤
さ
と
な
ど
的
二
〓
卓

主
鋭
軽
鑓
”鶏
回替

レ

ン
，

サ

イ
ク

ル

を

分

レ

～
二
人
宮
空
と
二
人
ド
や
に
～

昭
争
ヤ
期
の
の
ど
か
な
韓
た
ち

宗
芸
み
ん
な
て
ｔ
を
杢
う
十
年
ｏ
た
宅
格
い
よ
み
が
そ
こ

▼
二
月
三
日

（大
）
～
二
月
三
日

（大
）

八
時
三
十
分
～
十
七
時
三
十
分

定
体
日

…
水
曜
日

▼
Ｊ
Ｒ
仙
石
換

「本
塩
接
駅
」
捷
歩
三
分

▼
塩
葛
市
本
町
六
十
五

明
治
二
十
七
年
勘
業

の
手
作
り
か
ま
ば

こ
専
門
店

古
い
仙
台
登
笥
や

石
森
章
太
郎
直
奪
の
葉
書
な
ど
の
お
宝
も
展
示

■
，
如
よ
う
代

々
仏
わ

る

小
星
手
耶
独
み
本
の
雛
人
形
族
４

▼
二
月
二
日

〈大
）
１
二
月
三
日

（火
）

十
時
～
十
九
時
　
体
み

‥
火
　
水
　
本
曜
日

▼
バ
ス
停

「常
〓
寺
宙
」
掟
歩
一
分

▼
仙
台
市
言
葉
区
北
山

一
１
四
１
七

一

電
話

〇
二
二
ュ
一ｔ
三
二
二
七
八
人

入
場
無
料

０
有
り
曇
き

仙
合
市
都
市
森
母
策
ま
ち
な
み
霊
筒
奏
励
宏
食
奮

塾

塞

議

案や都豊

静

電
話

Ｏ
二
一
Ｔ
二
二
五
１
人
六
四
〇

お
い
竹
経
の
な
ｉ

ブ

如 a= 1 月壊こ です ■間は産芝 くだ さい

児
童
書
や
市
児
書
籍
　
木
製
の
お
も
ち
や
を
販
売

子
ど
も
か
ら
大
入
ま
で
が
案
し
め
る
お
店

雛

の
せ
ネ

「
え
無
離

い
う

の
お

↑

す
す
）
ど

え
■
盛

（蔦
，１１
Ｈ
村
り
■
代
）
干
千
Ц

≡
４
確
々
ど
昭
そ
　
え
工
競

の
も
の

こ
南
の
大
正
田
ｔ
ヤ
体
の
ほ
大
移
ｔ
覆
泉

▼
二
月
二
十
八
日

（土
）
～
二
月
三
日

十
時
～
十
七
時

（最
終
日
十
五
時

▼
佃
合
駅
よ
け
車
で
抱
十
五
分

・擁
鱗
播
付
儀

五Ｈ】Ｌ鶴昭類胆担ロロ山田目▼
　◎
導
醐方‐ぁ≡庫
体お
灼珊
蝶れ
」

◎
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
は
白
石
釈
内
観
光
案
内
所
で
受
け
付
け
中

至“し4山台駅

入
場
禁
料

０
有
り

JRをご利用ください

広

預

川

まち歩きやお貫い物
お楽しみ下さい

電
Ｓ

Ｏ
二
二
ユ
ニ
全
ハ
■
一〇
八

一

U R をご利用ください

お嘱
敏
町
言
曽
日
，
日
，
，
１

二
月

一
日

（日
〕
十
時
～
十
四
時

口

「白
石
城
下
わ
ら
べ
ま
つ
リ
エ

篠

富

コ
ン
サ
ー

ト
　

傾

話

行
他

昼
な

自

石
う

―

め

ん
料

理
な

ど

白
寡
集
　
一ハ
十
名

李
加
賢
二
百
円

口
申
込
師
切
≡
一月
十
三
日

2∞|■1月理【てす 青間はと震くださtヽ


